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会
員
募
集

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　

月

３
回
。
木
曜
日
の
午
後
、
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。

高
齢
者
が
多
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

主
体
に
各
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
日
本

語
で
。
詳
し
く
は
磯
島
緯
４
７

４
・
２
５
５
８
へ
。

　

◆
健
康
体
操
「
４
月
～
９
月
期

分
」（
社
会
福
祉
法
人
マ
ザ
ア
ス
）

　

毎
月
第
２
～
第
４
火
曜
日
の
午

後
１
時
～
２
時
、
マ
ザ
ア
ス
（
氷

川
台
二
丁
目
）
で
。
会
費
１
回
１

０
０
円
。　

歳
以
上
で
介
護
認
定

６５

を
受
け
て
い
な
い
方
。
セ
ラ
バ
ン

ド
体
操
な
ど
。
詳
し
く
は
同
氷
川

台
・
池
添
、
橋
本
緯
４
７
７
・
７

２
６
３
へ
。

　

◆
硬
式
テ
ニ
ス
（
ウ
ィ
ー
ク

デ
ー
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
）　

月
曜
・

水
曜
・
金
曜
日
の
正
午
か
ら
、
小

山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
半
年
６
０
０
０

円
。
金
曜
日
は
球
出
し
あ
り
。
詳

し
く
は
安
藤
緯
４
５
８
・
２
３
２

８
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
・
練
功
十
八
法
・

中
国
ラ
ジ
オ
体
操
ほ
か
（
中
国
健

康
法
普
及
協
会
）　

４
月　

日
１６

（
月
）
か
ら
毎
朝
９
時
～
９
時　
４０

分
程
度
（
日
曜
日
、
雨
天
は
休
み
）、

本
邑
（
む
ら
）
遺
跡
公
園
（
野
火

止
三
丁
目
）
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
。
会
費
年
２
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
黒
須
緯
４
７
２
・
９
２
２

２
へ
。

　

◆
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
む
会　

第

２
・
第
４
木
曜
日
の
午
後
１
時
～

３
時
、
浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
５
０
０
円
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
、
中
高
年
齢
者
。

パ
ソ
コ
ン
持
参
（
無
い
方
は
応
相

談
）。
詳
し
く
は
佐
野
緯
０
９
０
・

９
３
１
１
・
１
７
２
０
へ
。

　

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
く
れ
し
ぇ

ん
ど
）　

水
曜
・
木
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
１
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
７
０
０
円
、
参

加
費
１
回
３
０
０
円
。
中
級
以
上

の
方
。
多
く
の
試
合
に
参
加
し
て

い
る
チ
ー
ム
で
す
。
詳
し
く
は
板

倉
緯
４
７
５
・
６
８
６
７
へ
。

　

◆
ド
イ
ツ
語
学
習
（
ド
イ
ツ
語

サ
ー
ク
ル
「
シ
ュ
ロ
ス
ク
ラ
ブ
」）

　

月
３
回
。
木
曜
日
午
後
６
時
～

　

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

１０で
。
会
費
月
３
５
０
０
円
（
教
材

費
別
）。
初
級
程
度
か
ら
、
ド
イ

ツ
人
講
師
に
学
び
ま
す
。
無
料
体

験
あ
り
。
詳
し
く
は
ム
ロ
ヤ
緯
４

７
３
・
４
８
１
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
フ
ラ
ガ
ー
ル
体
験
（
ヒ
ナ
ノ

タ
ヒ
チ
）　

４
月
３
日
・　

日
・　

１０

１７

日
の
火
曜
日
午
前　

時
半
～　

時

１０

１１

　

分
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役

４５所
向
か
い
）
で
。
費
用
１
回
５
０

０
円
。
タ
ヒ
チ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
藤
原
緯
０
９

０
・
４
２
２
７
・
６
８
２
２
へ
。

　

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ス
ト
レ
ッ

チ
ダ
ン
ス
Ｍ,
Ｓ　

毎
週
①
月
曜

日
午
前　

時　

分
か
ら
が
ス
ポ
ー

１１

２０

ツ
セ
ン
タ
ー
②
木
曜
日
正
午
か
ら

が
ひ
ば
り
が
丘
集
会
所
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
１
回
１
２

０
０
円
。
初
心
者
、
経
験
者
歓
迎
。

無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
タ
カ

ム
ラ
緯
４
７
３
・
１
２
２
９
（
夜

間
）
へ
。

　

◆
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
芸
術
の
水
彩

と
オ
ィ
リ
ュ
ト
ミ
ー
一
日
体
験

（
よ
つ
ば
の
会
）　

４
月　

日
２８

（
土
）
午
前
９
時
～
正
午
、
成
美

教
育
文
化
会
館
で
。
参
加
費
４
０

０
０
円
（
２
つ
一
緒
に
体
験
で
き

ま
す
）。
小
学
生
。
普
段
は
月
１
・

２
回
土
曜
日
午
前
中
に
活
動
。
詳

し
く
は
志
藤
緯
０
９
０
・
９
１
５

１
・
９
１
８
６
へ
。

　

◆
イ
ン
ド
料
理
を
楽
し
む
会　

月
１
回
。
水
曜
ま
た
は
木
曜
日
の

午
前　

時
半
～
午
後
零
時
半
頃
、

１０

大
門
町
一
丁
目
で
。
会
費
１
回
１

０
０
０
円
。
イ
ン
ド
人
女
性
に
よ

る
家
庭
料
理
と
ラ
ン
チ
。
日
本
語
、

英
語
対
応
。
詳
し
く
は
飯
塚
緯
０

８
０
・
５
０
９
１
・
４
３
０
４
へ
。

　

◆
絵
手
紙
教
室（
土
曜
会
）　

毎

月
第
１
土
曜
日
、
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
３
カ
月
ご
と

２
０
０
０
円
。
季
節
や
年
中
行
事

に
因
ん
だ
題
材
で
実
施
。
年
齢
・

習
熟
度
不
問
。
詳
し
く
は
佐
野
緯

４
５
８
・
６
２
７
３
へ
。

　

◆
つ
け
ペ
ン
・
ボ
ー
ル
ペ
ン（
東

久
留
米
ペ
ン
習
字
会
）　

毎
月
第

１
・
第
３
①
月
曜
日
の
午
前
②
水

曜
日
の
午
前
と
午
後
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
円
。

会
費
月
２
５
８
０
円
。
詳
し
く
は

佐
藤
緯
４
５
７
・
５
０
３
３
へ
。

　

◆
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
）　

月
２
回
。
金

曜
ま
た
は
土
曜
日
の
午
前
９
時
半

～　

時
半
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン

１１

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。

会
費
月
４
０
０
０
円
。
年
齢
・
習

熟
度
不
問
。
無
料
体
験
あ
り
。
詳

し
く
は
松
崎
緯
４
７
２
・
５
２
２

０
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
遊
び
と
学

び
の
教
室
」　

月
２
回
。
第
１
・
第

３
水
曜
日
の
夕
方
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
３
０
０
円
。

ト
ラ
ン
プ
遊
び
が
で
き
る
小
学
生
。

遊
び
の
実
体
験
を
通
し
て
、
ひ
ら

め
き
や
感
覚
を
大
事
に
し
ま
す
。

詳
し
く
は
井
手
緯
４
７
８
・
４
９

５
０
へ
。

　

◆
ダ
ン
ス
＆
ス
ト
レ
ッ
チ（
ザ
・

チ
ェ
リ
ー
ズ
）　

毎
週
火
曜
日
の

午
後
７
時
～
９
時
半
、
主
に
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
市
内
公
共
施
設
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
。
会
費
月
３

５
０
０
円
。
ハ
ー
ド
な
運
動
が
苦

手
な
方
で
も
安
心
。
ス
ト
レ
ッ
チ

の
み
も
可
。
詳
し
く
は
今
井
緯
０

９
０
・
４
９
４
１
・
７
８
７
３
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

（
寿
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）　

毎

週
土
曜
日
の
午
前
９
時
～　

時
、

１０

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

年
２
５
０
０
円
。　

歳
以
上
の
方
。

６０

午
前　

時
～
正
午
は
会
員
と
フ

１０

リ
ー
ダ
ン
ス
を
楽
し
め
ま
す
。
詳

し
く
は
関
沢
緯
４
７
１
・
３
９
４

７
へ
。催

し

　

◆
春
の
自
然
観
察
会
（
さ
ん
ぽ

＆
自
然
観
察
の
会
）　

４
月　

日
２０

（
金
）
午
前
９
時
半
～
午
後
零
時

半
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
集

合
。
参
加
費
３
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）。
南
沢
で
活
動
を
始
め
た

多
く
の
動
植
物
の
営
み
を
ゆ
っ
く

り
観
察
し
ま
す
。
要
申
し
込
み

（
先
着
順
）。
小
雨
実
施
。
筆
記

用
具
持
参
。
詳
し
く
は
横
田
緯
４

７
３
・
５
９
９
７
へ
。

　

◆
め
ず
ら
し
い
民
族
楽
器
の
体

験
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

「
ト
ー
ク
る
」）　

４
月　

日（
火
）

１０

午
後
１
時
～
３
時
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
音
楽
室
で
。
参
加
費
無
料
。

み
ん
な
で
一
緒
に
リ
ズ
ム
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
楽
譜
が
読
め
な
く

て
も
大
丈
夫
。
詳
し
く
は
小
林
緯

４
２
２
・
１
１
６
１
へ
。

　

◆
閉
校
し
た
第
四
小
学
校
の
お

別
れ
イ
ベ
ン
ト
（
東
久
留
米
四
小

の
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
）　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１５

１０

～
午
後
５
時
、
旧
第
四
小
学
校
校

舎
、
体
育
館
で
。
参
加
費
無
料

（
飲
食
費
は
実
費
）。
上
履
き
持

参
。
か
つ
て
四
小
に
在
籍
し
た
方

と
そ
の
父
母
、
勤
め
て
い
た
方
な

ど
。
詳
し
く
は
平
城
（
ひ
ら
き
）

緯
０
９
０
・
４
０
７
２
・
０
６
６

０
へ
。

　

◆
音
楽
を
通
し
て
楽
し
く
脳
教

育
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
・
ま

め
ち
ゃ
ん
ズ
）　

４
月　

日
（
木
）

１２

午
前　

時
半
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ

１０

ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。

１
歳
～
３
歳
児
。
要
申
し
込
み
。

詳
し
く
は
西
村
緯
０
９
０
・
２
７

６
９
・
１
６
７
４
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ

ケ
ッ
ト
（
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー

マ
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
）　

４
月

　

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
４

２２

１０

時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。

偽
ブ
ラ
ン
ド
、
プ
ロ
不
可
。
詳
し

く
は
白
石
緯
４
７
４
・
９
５
２
０

へ
。

　

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
技
術
講
習
会

（
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
）　

４
月

　

日
（
水
）
午
後
６
時
～
８
時
、

１８西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費

無
料
。
講
師
は
秩
父
誠
氏
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
操
作
。

詳
し
く
は
乾
（
い
ぬ
い
）
緯
０
８

０
・
１
２
１
０
・
５
２
８
６
へ
。

　

◆
和
（
な
ご
み
）
会
第　

回
発

１４

表
会
（
琴
伝
流
大
正
琴
・
和
会
）　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時
開
演

２２

１０

（
９
時
半
開
場
）、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

無
料
。
詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん
な

か
）
緯
４
７
２
・
５
２
４
３
へ
。

　

◆
お
茶
会
「
放
射
能
の
こ
と
気

楽
に
お
し
ゃ
べ
り
！
」（
放
射
能
か

ら
子
ど
も
を
守
る
＠
東
久
留
米
）

　

４
月
９
日
（
月
）
午
前　

時
～

１０

正
午
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
３
階

和
室
で
。
資
料
代
１
０
０
円
。
お

子
さ
ん
連
れ
可
。
事
前
に
電
話
で

申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
志
藤
緯

０
９
０
・
９
１
５
１
・
９
１
８
６

へ
。

　

◆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
）　

４
月　

日
（
日
）
午

１５

後
１
時
～
４
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
参
加
費
前
売
り
券
８
０

０
円（
当
日
券
１
０
０
０
円
）。
電

話
で
前
売
り
券
の
予
約
可
。
詳
し

く
は
横
山
緯
４
７
８
・
８
９
５
７

へ
。

　

八
幡
町
二
丁
目
７
番
地
と
八
幡

町
三
丁
目　

番
地
～　

番
地
先
の

１５

１６

落
合
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
「
八

幡
橋
（
は
ち
ま
ん
橋
）」
と
「
か
わ

　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
は
、

７０

申
し
込
み
に
よ
り
都
バ
ス
や
都
営

地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス

を
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ

ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
有

効
期
限
は
９
月　

日
（
日
）
で
す
。

３０

　
【
申
し
込
み
方
法
】次
の
費
用
と

書
類
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
シ

ル
バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
バ
ス
営
業

所
な
ど
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

必
要
な
費
用
お
よ
び
書
類

◎
本
人
の
市
民
税
が
課
税
の
方

　

①
費
用
１
万
２
５
５
円
（　

年
２４

４
月
～
９
月
発
行
分
）

　

②
住
所
や
氏
名
、
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

◎
本
人
の　

年
度
市
民
税
が

２４

非
課
税
の
方

　

①
費
用
１
０
０
０
円

　

②
住
所
や
氏
名
、
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

せ
み
橋
」
に
つ
い
て
、
橋
名
板
の

設
置
を
行
い
、
橋
の
名
称
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
に

愛
さ
れ
る
橋

を
目
指
し
て
、

橋
名
板
の
文

字
を
地
元

小
・
中
学
校

に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
。
学
校
名
は

　

年
度
中
の
所
属
）。

２３
　

▼
八
幡
橋
＝
今
城
裕
美
（
中
央

中
学
校
３
年
）
▼
は
ち
ま
ん
橋
＝

高
橋
優
貴
子（
中
央
中
学
校
１
年
）

▼
か
わ
せ
み
橋
＝
澤
泉

友
菜
（
第
一
小
学
校
６

年
）

　

詳
し
く
は
施
設
管
理

課
道
路
・
河
川
施
設
担

当
緯
４
７
０
・
７
７
６

７
へ
。

　

③
「
介
護
保
険
料
納
入
（
決
定
）

通
知
書
」（
所
得
段
階
区
分
欄
に
非

課
税
の
段
階
が
記
載
さ
れ
た
も
の
。

　

年
度
分
の
通
知
に
お
い
て
は
、 

２３所
得
段
階
区
分
が
「
１
」「
２
」

「
３
」「
４
」
の
い
ず
れ
か
の
段
階

の
も
の
が
非
課
税
で
す
）、「
住
民

税
非
課
税
証
明
書
」、「
生
活
保
護

受
給
証
明
書
」
の
い
ず
れ
か

◎
本
人
の　

年
度
市
民
税
は

２４

「
課
税
」
だ
が
、　

年
の
合
計

２３

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方

　

①
費
用
１
０
０
０
円

　

②
住
所
や
氏
名
、
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

　
【
申
し
込
み
時
期
】満　

歳
に
な

７０

る
月
の
初
日
か
ら
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す

　
【
市
内
の
取
扱
窓
口
】西
武
バ
ス

株
式
会
社
滝
山
営
業
所
緯
４
７

４
・
２
５
２
５
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
▼
西
武
バ
ス
株
式
会
社

東
久
留
米
駅
案
内
所
緯
４
７
２
・

９
０
６
１
（
午
後
２
時
半
～
７
時

半
）

　

詳
し
く
は
社
団
法
人
東
京
バ
ス

協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
緯

　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０
（
土 

０３曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
スス

シルバーパスの申請は最寄りのバス営業所へ

　

年
９
月　

日
ま
で
有
効
の

２４

３０
パ
ス
発
行
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

落合川「八幡橋」と
「かわせみ橋」

　

東
久
留
米
市
内
に
茶
畑
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
小
山
茶
園

は
市
の
北
部
、
小
山
地
域
に
広
が

る
小
山
緑
地
保
全
地
域
の
一
角
に

あ
り
ま
す
。

　

お
茶
と
自
然
を
愛
す
る
市
民
や

近
隣
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管

理
を
行
い
、
毎
年
お
い
し
い
お
茶

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

小
山
茶
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
今
年
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
春
に
は
茶

　

市
で
は
、
市
内
の
経
営
者
（
金

融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風
俗
営

業
を
除
く
）
に
低
利
率
で
融
資
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
（
左
表
参

照
）。
ま
た
、
利
用
す
る
方
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子
や

信
用
保
証
料
の
一
部
を
市
が
助
成

し
て
い
ま
す
（
左
表
「
利
率
」
欄

参
照
）。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
書

類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行
い
ま

す
。
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か

か
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
「
大
規
模
小
売

店
舗
へ
出
店
す
る
中
小
企
業
へ
の

融
資
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

資
金
融
資
特
例
措
置
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す

　

昨
今
の
経
済
不
況
対
策
と
し
て
、

時
限
的
に
実
施
し
て
い
る
「
市
内

の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
融

資
の
特
例
措
置
」
を
、　

年
度
も

２４

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
（
申
し
込

み
は　

年
３
月　

日
（
金
）
ま
で

２５

２９

に
受
け
付
け
分
）。

　

対
象
は
、
不
況
対
策
緊
急
資
金

お
よ
び
小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

（
不
況
対
策
緊
急
資
金
）
と
し
、

信
用
保
証
料
の
補
助
規
定
の
う
ち
、

上
限
額
（
２
万
５
０
０
０
円
）
を

廃
止
し
、
２
分
の
１
を
補
助
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

各種資金融資制各種資金融資制度度

園
見
学
会
や
紅
茶
教
室
、

お
茶
を
使
っ
た
料
理
教

室
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
【
活
動
場
所
】小
山
１

ノ　

（
小
山
緑
地
保
全

１６
地
域
内
）

　
【
活
動
期
間
】　

月
ま

１０

で
の
第
２
・
第
４
土
曜

日
午
前
９
時
～　

時
１１

　
【
費
用
】ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
３
０
０
円

　

入
会
を
希
望
す
る
方

は
、
４
月
中
に
電
話
で

生
活
文
化
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４

７
０
・
７
７
３
８
へ
。

メンバーを募集しますメンバーを募集します！！

　

４
月
６
日
（
金
）
～　

日
（
日
）

１５

の　

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全

１０
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
運
動
の
基
本
を
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
と
し
、
特
に
「
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
」（
自
転
車
安
全
利

用
五
則
の
周
知
徹
底
）
を
重
点
の

一
番
目
に
置
い
て
、
自
転
車
事
故

の
減
少
と
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、「
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」「
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止
」
を
重
点
に
運
動

を
推
進
し
ま
す
。

　

市
内
で
も
期
間
中
、
東
久
留
米

市
交
通
安
全
協
会
を
中
心
に
交
差

点
で
の
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。

「
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道
路
」

用
な
ど
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
へ
。

運
転
者
講
習
会
を 

開

催

し

ま

す

　

田
無
警
察
担
当
官
に
よ
る
交
通

安
全
の
講
話
、
映
画
の
上
演
を
行

　

市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
文
化
・
芸
術

な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
の
場
と

し
て
、
市
内
の
全
中
学
校
と
一

部
の
小
学
校
（
第
五
お
よ
び
下

里
の
各
小
学
校
）
の
特
別
教
室

の
一
部
を
開
放
し
て
い
ま
す

（
左
表
参
照
）。
使
用
に
は
登

録
が
必
要
で
す
。

　
【
対
象
団
体
】
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
組
織
す
る
５

人
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体

　
【
使
用
料
】
無
料

　

団
体
登
録
の
受
け
付
け
は
、

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
６
階
）

で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
団
体

の
規
約
と
名
簿
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

※
使
用
申
請
は
、
直
接
使
用

す
る
学
校
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係

緯
４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

い
ま
す
。
運
転
者
講
習
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

▼
日
時　

４
月　

日
（
水
）
午

１１

後
２
時
～
４
時
▼
会
場　

中
央
図

書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
街
路
交

通
計
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８

へ
。

４
月
６
日
～

日
に
実
施
し
ま

４
月
６
日
～　

日
に
実
施
し
ま
すす

１５１５

春
の
全
国
交
通
安
全
運

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動動

低利率で融資をあっせん
します

ご利用ください！

小山茶小山茶園園
サポーターズクラサポーターズクラブブ

手摘みの葉で入れたお茶の味は格別（昨年の様子手摘みの葉で入れたお茶の味は格別（昨年の様子））

　

身
近
な
所
で
自
然
と
接
し
、

自
然
愛
護
の
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
市
で
は
「
野
草

園
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
同
園
に
は
２
０
０
種

類
を
超
え
る
野
草
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
野
草
が
芽

生
え
る
季
節
と
な
り
、
４
月
か

ら
作
業
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
途
中
参
加

も
で
き
ま
す
）。

　
【
作
業
日
程
】４
月
１
日
～　
１１

月　

日
の
第
１
・
第
３
日
曜
日
、

１８
午
前
９
時
～　

時
１１

　
【
会
場
】野
草
園（
左
図
参
照
）

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
、
野
草
園
の

運
営
と
野
草
の
世
話
に
関
心
の

あ
る
方

　

申
し
込
み
は
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
６
階
）
で
配
布
す
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
４
月　

日
（
金
）

１３

ま
で
に
同
課
へ
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・

７
７
８
４
へ
。

「自転車安全利用五則」を守りましょう
子どもは
ヘルメットを着用⑤歩道は歩行者優先

で、車道寄りを徐行③車道は左側を通行②自転車は、車道が原
則、歩道は例外①

児童・幼児の保護責任者は、児
童・幼児に乗車用ヘルメットを
かぶらせるようにしましょう。

歩道では、すぐに停止できる速
度で車道寄りを通行し、歩行者
の通行を妨げる場合は一時停止
しなければなりません。
【罰則】２万円以下の罰金また
は科料

自転車は車道の左側に寄って通
行しなければなりません。
【罰則】３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金

道路交通法上、自転車は軽車両
と位置付けられています。従っ
て、歩道と車道の区別のあると
ころは車道通行が原則です。
【罰則】３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金

信号順守と交差点での
一時停止・安全確認　

夜間はライトを点灯二人乗り・並進は禁止
※並進は「並進可」標識のある
場所以外では禁止

安全ルールを守る④
飲酒運転は禁止

【罰則】３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金

【罰則】５万円以下の罰金【罰則】２万円以下の罰金また
は科料

【罰則】５年以下の懲役または
１００万円以下の罰金

野草園案内図
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ボランティアを

募集します

開放する学校一覧
開放する時間定員開放教室学校名

月曜〜金曜日
午後６時～９時

土曜・日曜日、祝日、
春・夏・冬の長期学
校休業日
午前９時～午後９
時
※ただし１２月２９日
〜翌年１月３日を
除きます。

　４０人会議室
久留米中学校

１００人多目的室
　５０人図書室東中学校
　４０人第１会議室西中学校
　４０人クラブ室南中学校
　３０人視聴覚室

大門中学校
　４０人図書室
　５０人図書室下里中学校
　４０人第２音楽室

中央中学校
　４０人視聴覚室
　８０人プレイルーム第五小学校
　４０人クラブ室

下里小学校
　４０人視聴覚室

小・中学校の
特別教室を

開放しています

中小企業への融資制度一覧

融資期間利率融資限度額融資対象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

１.８７５％
本人
０.９７５％
市支給
０.９００％

５００万円
事業に必要な原材料の仕入れ
金および給料の支払いに必要
な資金などの流動的な資金

①個人の場合は、市内に引き続き１
年以上住所を有し、かつ事業所を市
内または隣接５市（小平市、東村山
市、清瀬市、西東京市、新座市）に
有すること。法人の場合は、市内に
引き続き１年以上本店所在地を有す
ること
②同一事業を引き続き１年以上営ん
でいること
③市税の納税義務者で、納付すべき
市税、事業税および所得税、または
法人税を完納していること
④適切な事業計画を有し、返済見込
みが確実であること
⑤東京信用保証協会または、東京都
農業信用基金協会の信用保証を得ら
れること
⑥法人に限り、企業経営上責任ある
役員（１人）の連帯保証を要します

運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円
店舗、工場または倉庫の増改
築および機械器具などの購入
に必要な資金

設備資金

６カ月以内
（据え置きな
し）

２００万円従業員の夏季または冬季の一
時金支払いに必要な資金

ボーナス
資　　金

８年以内
（据え置き
１年を含む）

７００万円
工場などにおいて、公害防止
に必要な設備を行うための資
金

公害防止
設備資金

１０年以内
（据え置き
１年を含む）

３,０００万円
街路灯、アーケード、駐車施
設、従業員厚生施設、その他
共同事業に必要な資金

商店街
振興資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

３００万円

事業を新規に開始（事業を開
始して１年未満の方も含む）
する際、必要な原材料および
商品の仕入金ならびに給料の
支払いに必要な資金などの流
動的な資金

上記③～⑥および
・市内に引き続き２年以上住所を有
する方であること
・同一企業に５年以上勤務し、市内
で同一事業を営もうとする方、また
は法律に基づく資格を有する方で、
その事業を創業する方であること
　※事前にご相談ください。

新規開業
運転資金

５年以内
（据え置き１
年を含む）

１.８７５％
本人
０.６７５％
市支給
１.２００％

５００万円

運転資金として使用し、事業
に必要な原材料の仕入れ金お
よび給料の支払いに必要な資
金などの流動的な資金

上記①～⑥および・最近３カ月間ま
たは１年間の売上高（生産高）が、
前３年のいずれかの同期と比較して
１０％以上減少していること

緊急資金

不
況
対
策

※返済方法は、いずれの制度も割賦償還。
※利率の適用は、融資実行年月日の該当する年度となります。

小口零細企業への融資制度一覧

融資期間利率融資限度額融資対象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

１.８７５％
本人
０.９７５％
市支給
０.９００％

５００万円
事業に必要な原材料の仕入れ
金および、給料の支払いに必
要な資金などの流動的な資金

①小規模企業者であること
②上記「中小企業資金融資」の融資
要件①～④および⑥に該当すること
③東京信用保証協会の信用保証を得
られること

運転資金
小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円
店舗、工場または倉庫の増改
築および機械器具などの購入
に必要な資金

設備資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

１.８７５％
本人
０.６７５％
市支給
１.２００％

５００万円

運転資金として使用し、事業
に必要な原材料の仕入れ金お
よび給料の支払いに必要な資
金などの流動的な資金

上記①～③および
・最近３カ月間または１年間の売上
高（生産高）が、前３年のいずれか
の同期と比較して１０％以上減少して
いること

不況対策
緊急資金

※申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付き融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。
※返済方法は割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。
※利率の適用は、融資実行年月日の該当する年度となります。

２４年４月１日現在

２４年４月１日現在

自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
②
車
道
は
左
側
を
通
行

（
右
側
通
行
は
禁
止
）
③
歩
道
は

歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐

行
④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点

で
の
信
号
順
守
と
一
時
停
止
・
安

全
確
認
）
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
。

　

ま
た
、
５
月
は
「
自
転
車
安
全

利
用
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
期
間
で
す
。
自
転
車
安
全
利

用
五
則
を
守
り
、
傘
さ
し
運
転
や

自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使

橋名板橋名板のの
設置を行いまし設置を行いましたた

橋の名板の文字は地元
小・中学校にご協力をい
ただきました


